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一　

は
じ
め
に

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
の
一
般
展
示
室
で
は
、
万
葉
び
と
た
ち
の
生
活
や
習

俗
、『
万
葉
集
』
と
そ
の
時
代
に
ま
つ
わ
る
文
化
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
万
葉
集
』
を
一
つ
の
文
化
と

し
て
捉
え
、
他
分
野
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
た
学
際
的
か
つ
国
際
的
な
研
究

を
目
指
す
、
当
館
の
「
万
葉
古
代
学
」
の
理
念
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
展

示
の
中
に
、「
日
本
と
ア
ジ
ア
の
歌
」
と
し
て
、
現
在
の
東
ア
ジ
ア
に
残
る
歌

文
化
を
、
パ
ネ
ル
と
ビ
デ
オ
で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。
日
本
に
お
い
て

は
広
島
県
山
県
郡
の
「
壬
生
の
花
田
植
え
」、鹿
児
島
県
大
島
郡
龍
郷
町
の
「
平

瀬
ま
ん
か
い
」、
沖
縄
県
石
垣
島
の
「
と
ぅ
ば
ら
ー
ま
」、
中
国
で
は
少
数
民
族

の
侗
族
（
貴
州
省
）
の
「
玩
山
歌
」
や
苗
族
（
貴
州
省
）、
白
族
・
剣
川
の
歌
垣

（
雲
南
省
）
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
に
残
る
歌
掛
け
の
習
俗
か

ら
、
古
代
日
本
で
行
わ
れ
て
い
た
歌
垣
の
習
俗
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
よ
う

秋
田
県
金
澤
八
幡
宮
「
掛
唄
」
の

民
俗
行
事
と
そ
の
文
化
的
意
義

　
―
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
・
一
般
展
示
室

「
日
本
と
ア
ジ
ア
の
歌
」
に
お
け
る
基
礎
調
査
―

 

大
谷　

歩

と
す
る
展
示
で
あ
る
。
本
稿
が
取

り
上
げ
る
秋
田
県
金か

ね
ざ
わ澤
八
幡
宮
の

「
掛か

け
う
た唄

」
も
、
日
本
に
残
る
歌
掛

け
文
化
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
秋
田
県
の
「
掛

唄
」
に
つ
い
て
、
筆
者
が
こ
れ
ま

で
調
査
し
て
き
た
内
容
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
当
館
の
展
示
内

容
に
関
わ
る
情
報
を
収
集
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
に
よ
り
新

た
な
情
報
を
提
供
で
き
る
と
と
も

に
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
歌
掛
け
文
化
の
記
録
に
も
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

本
稿
は
そ
の
基
礎
と
な
る
調
査
報
告
と
考
察
で
あ
る
。

秋
田
県
金
澤
八
幡
宮
は
、
横
手
市
金
沢
字
安
本
館
の
標
高
約
一
八
〇
メ
ー
ト

ル
の
山
頂
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
毎
年
九
月
十
四
日
の
夜
か
ら
十
五
日
の
夜
明
け

に
か
け
て
、
境
内
で
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄
大
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
伝

統
行
事
は
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
「
秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
、

秋
田
県
の
重
要
な
民
俗
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
掛
唄
と
い
う
民
俗
的
行
事
は
、
古
代
日
本
列
島
に
広
く
展
開
し
て
い
た

「
歌
垣
」（
カ
ガ
ヒ
）
と
い
う
習
俗
が
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

【奈良県立万葉文化館　一般展示室】
「日本とアジアの歌」
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れ
て
い
る
。
古
代
の
文
献
で
あ

る
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』

「
風
土
記
」『
万
葉
集
』『
続
日

本
紀
』
に
は
歌
垣
の
記
事
が
み

ら
れ
、
断
片
的
に
そ
の
行
事
の

形
式
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
古
代
文
献
に
お

け
る
大
き
な
特
徴
は
、
男
女
が

二
手
に
分
か
れ
て
互
い
に
歌
を

交
わ
す
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の

中
心
を
な
し
て
い
た
の
は
恋
の

思
い
の
交
換
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
古
代
の
歌
垣
行
事
は
、
民
族
に
お
け
る
基
層
文
化
を
形
成
し
て
い

た
も
の
で
あ
り
、
歌
は
民
族
の
文
化
形
成
に
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
歌
垣
行
事
は
以
後
の
日
本
文
化
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

民
間
の
行
事
と
し
て
ひ
そ
か
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
昭

和
初
年
代
に
、
民
俗
学
者
の
折
口
信
夫
氏
や
比
較
文
学
者
の
土
井
光
知
氏
、
竹

友
藻
風
氏
な
ど
の
研
究
者
が
、
世
界
の
文
化
と
の
比
較
に
お
い
て
改
め
て
日
本

文
化
の
発
見
に
努
め
、
折
口
信
夫
氏
に
お
い
て
は
、
日
本
列
島
の
各
地
に
残
る

民
俗
文
化
の
一
つ
と
し
て
歌
垣
に
注
目
し
た（

１
）

。
戦
後
に
お
い
て
は
、
折
口
信
夫

氏
の
民
俗
学
研
究
を
受
け
た
研
究
者
に
よ
る
歌
垣
の
研
究
も
展
開
し
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄
も
、
民
俗
学
が
注
目
し
た
歌
垣

の
類
型
の
中
に
あ
る
民
俗
行
事
で
あ
り
、
そ
の
文
化
性
は
様
々
に
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
民
俗
行
事
は
、
基
本
的
に
は
記
録
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
多
く
は
消
滅
す
る
運
命
を
た
ど
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
金
澤

八
幡
宮
の
掛
唄
に
お
い
て
は
、
昭
和
十
年
の
大
会
か
ら
昭
和
二
十
一
年
の
大
会

ま
で
の
古
記
録
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
の
大
会
の
模
様
を
あ
る
程
度
知

り
得
る
重
要
な
資
料
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
に
関
す
る

研
究
は
決
し
て
多
く
な
く
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
と
し
て
は
宮
崎
隆
氏
の
一
連
の

論
考
が
挙
げ
ら
れ（

２
）

、
近
年
で
は
梶
丸
岳
氏
の
調
査
報
告（

３
）

を
み
る
も
、
こ
の
古
記

録
に
対
す
る
詳
細
な
検
討
は
な

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
古
記
録

の
内
容
を
基
準
と
し
て
、
金
澤

八
幡
宮
伝
統
掛
唄
の
民
俗
行
事

と
そ
の
文
化
的
な
意
義
を
改
め

て
考
察
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
平
成
二
十
七
年
六
月

二
十
四
日
に
金
澤
八
幡
宮
伝
統

掛
唄
保
存
会
顧
問
で
あ
る
加
藤

義
男
氏
（
前
頁
写
真
）
を
訪
問
し
、

【秋田県金沢市　金澤八幡宮・社殿】

【金澤八幡宮伝統掛唄保存会顧問・加藤義男氏】
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当
該
の
掛
唄
の
時
代
状
況
や
歌
唱
方
法
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
。
加
藤
義
男
氏
は
昭
和
五
年
秋
田
県
金
澤
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
金
澤
八
幡
宮

伝
統
掛
唄
保
存
会
会
長
と
し
て
長
年
尽
力
し
、
平
成
二
十
五
年
九
月
の
大
会
よ

り
会
長
か
ら
顧
問
と
な
っ
た
。
現
在
は
保
存
会
の
運
営
そ
の
他
の
重
要
な
助
言

者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
文
中
の
「
加
藤
義
男
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
」
と

あ
る
の
は
、
右
の
聞
き
取
り
調
査
の
内
容
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

二　

東
ア
ジ
ア
文
化
の
中
の
歌
掛
け
と
そ
の
民
俗
的
意
義

    こ
の
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
の
淵
源
と
し
て
、
古
代
日
本
の
歌
垣
と
い
う
民
俗

行
事
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
当
な
こ
と
で
は
な
い
。
金
澤
八
幡

宮
の
掛
唄
の
起
こ
り
は
、「
夜
籠
り
」
と
い
う
習
俗
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
菅
江
真
澄
の
『
月
出
羽
道
』
巻
十
九
「
金
澤
山
四
箇
村

ノ

総
鎮
守
八
幡
太
神
宮
年
中
行
事
式
並
末
社
恒
例
之
神
事
社
式
」
の
八
月
十
四

日
の
項
目
に
、

齋い
み
や夜
也
、
献
二

御
饌
、
神
酒
、
榊
、
松
、
竹
一

、
御
紋
ノ

神
燈
八
張
、
神
前

と
第
一
ノ

雞
栖
に
是
を
懸
て
照
ら
し
て
奉
る
也
。
ま
た
其
處
々
の
寄
附
の

神
燈
三
十
斗
、
神
阪
に
是
を
か
け
て
奉
れ
り
。
丑
ノ

刻
神
樂
を
奏
す
、
一

社
の
神
秘
行
事
あ
り
。
天
下
泰
平
、
國
家
安
穩
、
當
國
君
御
武
運
長
久
、

御
壽
齢
長
延
、
御
家
門
御
家
中
御
安
全
、
次

郷
中
萬
民
繁
榮
御
祈
禱
加
持（

４
）

。

と
あ
り
、
ま
た
九
月
十
四
日
の
項
に
は
、

御
扉
閉
、
献
二

神
酒
神
供
一

神
式
如
二

恒
例
一

。
村
民
氏
子
参
詣
、
村
民
み
な

齋い
こ
も
り籠
あ
る
也
。（
前
掲
書
）

と
あ
り
、「
齋
夜
」「
齋
籠
」
な
ど
と
み
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
伊
藤
金
之
助

氏
（
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄
保
存
会
第
二
代
会
長
・
大
正
十
一
年
生
）
は
仙
北
地
方
の
「
社

ご
も
り
」
の
風
習
と
関
連
さ
せ
て
、

金
沢
八
幡
宮
の
場
合
は
、
こ
の
「
社
ご
も
り
」
が
何
時
の
頃
か
ら
か
、
結

婚
前
の
娘
が
宵
宮
の
折
り
に
「
お
籠
り
」
す
る
と
、
良
縁
が
得
ら
れ
る
と

信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
若
い
娘
が
一
人
で
は
心
許
な
い
の

で
、
親
族
や
知
人
が
同
行
し
、
お
籠
り
が
終
る
の
を
待
ち
な
が
ら
酒
な
ど

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
お
互
い
に
唄
に
興
じ
た
の
が
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄

の
始
ま
り
で
、
自
然
発
生
と
見
ら
れ
る（

５
）

。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
の
掛
け
合
い
は
古
代
日
本
の
事
例
か
ら
い
う

な
ら
ば
、
年
に
二
度
、
春
秋
の
季
節
に
老
若
男
女
が
連
れ
立
っ
て
村
落
の
神
の

山
に
登
り
、
互
い
に
歌
を
交
わ
す
民
俗
行
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ

と
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』
や
逸
文
「
肥
前
国
風
土
記
」
の
記
述
か
ら
も
確
認

さ
れ
る（

６
）

。
こ
の
日
本
古
代
の
歌
垣
と
い
う
民
俗
行
事
は
、
日
本
列
島
に
広
く
分

布
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
東
は
常
陸
国
の
筑
波
山
の
歌
垣
か
ら
、
西
は
肥

前
国
の
杵
島
山
に
至
る
ま
で
、
山
の
歌
垣
が
広
く
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
他
に

も
水
辺
の
歌
垣
も
み
ら
れ
、
古
代
の
日
本
列
島
に
は
そ
う
し
た
歌
垣
文
化
が
広

く
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
垣
文
化
に
つ
い
て
は
、
文

化
人
類
学
者
の
内
田
る
り
子
氏
が
、
照
葉
樹
林
文
化
圏
の
中
の
歌
垣
文
化
を
調
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査
し
、
日
本
列
島
か
ら
中
国
西
南
の
少
数
民
族
に
至
る
歌
垣
文
化
の
流
れ
を
明

ら
か
に
し
た（

７
）

。
こ
の
こ
と
は
、
歌
垣
文
化
が
広
く
東
ア
ジ
ア
の
文
化
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し
、
日
本
古
代
の
歌
垣
も
そ
う
し
た
歌
垣
文
化

の
中
に
位
置
付
け
る
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
照

葉
樹
林
文
化
圏
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
古
代
の
文
献
に
は
み
ら
れ
な
い
金
澤
八

幡
宮
の
掛
唄
も
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
俗
文
化
と
し

て
、
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
も
考
察
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
の
最
大
の
特
徴
は
、
二
人
の
歌
い
手
が
歌
を
即
興
に

よ
っ
て
う
た
い
継
ぐ
こ
と
に
あ
る
。
現
在
は
女
の
歌
い
手
の
減
少
に
伴
い
、
男

対
男
の
即
興
の
掛
け
合
い
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
古
く
は
男
と
女

の
歌
の
掛
け
合
い
が
通
例
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
歌
垣
と
い
う
民
俗
行
事
が
、

男
女
の
恋
愛
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
充

分
に
推
測
さ
れ
得
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
に
お
い
て
も
、

男
女
が
恋
の
歌
を
掛
け
合
う
こ
と
が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
そ
の
断
片
的
な
古
代
の

風
習
の
形
態
を
残
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
金
澤
八
幡
宮
の
掛

唄
が
特
殊
な
形
態
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
文
化
と
い
う
視

点
に
お
け
る
男
女
の
歌
掛
け
の
風
俗
は
、
古
く
男
女
が
親
し
く
個
人
的
に
交
流

す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
時
代
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
男
女
の
交
流
は
原
則
と
し
て
集
団
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
儒
教
思
想
に
お
い
て
は
、
男
女
七
歳
に
し
て
席
を
同
じ
く
せ
ず
と
い

う
思
想
が
あ
る
（『
礼
記
』）。
お
そ
ら
く
、
古
代
に
お
い
て
男
女
が
個
的
な
関
係

を
持
つ
こ
と
は
、
儒
教
思
想
に
依
ら
ず
と
も
、
村
の
集
団
的
生
活
・
交
流
か
ら

は
排
除
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
社
会

状
況
に
お
い
て
は
、
男
女
の
交
流
は
常
に
集
団
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
男
女

が
出
会
う
の
は
労
働
の
場
、
青
年
団
の
活
動
の
場
と
い
っ
た
ご
く
限
ら
れ
た
集

団
の
場
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
男
女
は
相
手
の
思
想
・
心

情
に
つ
い
て
知
り
得
る
機
会
は
少
な
く
、
殊
の
ほ
か
恋
愛
感
情
を
訴
え
る
と
い

う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
男
女
交
流
の
場
を
可
能

と
し
た
の
が
、
歌
垣
と
い
う
一
年
の
中
で
ご
く
限
ら
れ
た
行
事
と
し
て
行
わ
れ

る
男
女
の
交
流
の
場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
都
市
を
離
れ
た
地
方
に
お
い
て
は
特

に
そ
の
よ
う
な
社
会
状
況
が
保
た
れ
た
た
め
に
、
歌
垣
の
よ
う
な
男
女
の
歌
掛

け
を
基
本
と
し
た
交
流
の
機
会
を
残
存
し
得
た
の
で
あ
る
。
秋
田
に
こ
う
し
た

掛
唄
文
化
が
残
存
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
東
ア
ジ
ア
の
文
化
形
態
か
ら
考
え

る
な
ら
ば
、
あ
る
必
然
性
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

三　
「
宵
祭
掛
唄
大
会
」
の
記
録
か
ら
み
る
金
澤
八
幡
宮
掛
唄
の
民
俗　
　

行
事
の
意
義

金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄
大
会
の
古
記
録
は
、『
秋
田
県
文
化
財
調
査
報
告
書

第
二
九
二
集　

秋
田
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財　

金
沢
八
幡
宮
掛
け
歌
行
事
』

の
付
録
と
し
て
、
昭
和
十
年
か
ら
昭
和
二
十
一
年
大
会
の
記
録
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
記
録
の
序
言
に
よ
れ
ば
「
秋
田
県
文
化
課
の
要
請
で
、
平
成
九
年
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九
月
十
四
日
夜
の
金
沢
八
幡
宮
掛
唄
大
会
を
詳
細
に
記
録
し
た（

８
）

」
と
あ
る
。
こ

の
時
の
「
序
言
」
の
記
録
者
は
、
調
査
委
員
の
川
越
雄
助
氏
で
あ
る
。
こ
の
序

言
が
記
さ
れ
た
の
は
平
成
十
年
と
あ
り
、
月
日
は
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。
同
序

言
で
は
「
た
ま
た
ま
同
八
幡
宮
に
昭
和
十
年
か
ら
昭
和
二
十
一
年
ま
で
の
、
掛

唄
大
会
の
模
様
を
毛
筆
で
記
録
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
戦
前
の
掛

唄
の
傾
向
を
知
る
上
に
貴
重
な
資
料
と
考
え
、
原
文
の
ま
ま
活
字
印
刷
し
、
付

録
と
し
た
」
と
あ
る
。
そ
の
記
録
の
表
紙
の
標
題
は
「
昭
和
十
年
度
以
降
宵
祭

掛
唄
大
会
記
録
」
と
あ
り
、「
縣
社
金
沢
八
幡
神
社
」（
現
金
澤
八
幡
宮
）
に
お
け

る
宵
祭
の
掛
唄
大
会
の
記
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
標
題
に
対
し

て
、
内
題
と
し
て
「
縣
社
八
幡
神
社
大
祭
宵
祭
掛
唄
大
會
」
と
あ
り
、
金
澤
八

幡
宮
に
お
け
る
大
祭
の
宵
祭
に
行
わ
れ
て
い
た
掛
唄
大
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
資
料
を
便
宜
上
「
宵
祭
掛
唄
大
会
記
録
」
と
呼

ぶ
こ
と
と
し
、
次
に
、
宵
祭
の
掛
唄
大
会
が
ど
の
よ
う
な
形
式
に
よ
り
行
わ
れ

た
民
俗
行
事
か
を
、
昭
和
十
年
の
記
録
を
例
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

一
．
昭
和
拾
年
九
月
拾
四
日
午
后
拾
壱
時
参
拾
分
開
會

一
．
渡
部
審
査
長
開
會
之
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自　

由　

唄

　
　

飯
詰
村　

平
井　

為
治　
　

高
梨
村　
　
　

藤
井
禮
之
助

　
　

畑
屋
村　

富
樫
盛
之
助　
　

大
川
西
根
村　

伊
藤
養
之
助

　
　

六
郷
町　

雲
然
謙
一
郎　
　

横
手
町　
　
　

鈴
木
長
次
郎

　
　

千
屋
村　

高
山　

専
蔵　
　

畑
屋
村　
　
　

富
樫
梅
五
郎

　
　
　

同　
　

高
橋
喜
男
蔵　
　

高
梨
村　
　
　

熊
谷　

政
吉

　
　

武
田
勇
助
、
太マ

マ

下
市
之
助
、
高
橋
継
美

　
　
　
　

掛
唄
番
組
（
拾
五
日
午
前
壱
時
ヨ
リ
同
参
時
終
了
）

　
　

一
．
熊
谷　

政
吉　

二
．　

平
井　

為
治　

三
．　

富
樫
梅
五
郎

　
　
　
　

富
樫
盛
之
助　
　
　
　

伊
藤
養
之
助　
　
　
　

木
下
市
之
助

　
　

四
．
鈴
木
長
次
郎　

五
．　

雲
然
謙
一
郎　

六
．　

平
井　

為
治

　
　
　
　

高
山　

専
蔵　
　
　
　

高
橋
喜
男
蔵　
　
　
　

富
樫
盛
之
助

　
　

七
．
伊
藤
養
之
助　

八
．　

藤
井
禮
之
助　

九
．　

伊
藤
養
之
助

　
　
　
　

高
橋
喜
男
蔵　
　
　
　

熊
谷　

政
吉　
　
　
　

藤
井
禮
之
助

　
　

　
　
　

拾
五
日
午
前
二
時
三
十
五
分
掛
唄
終
ル

　
　
　

審
査
發
表　

午
前
参
時
優
賞
旗
並
賞
品
授
与
式

　
　

壱
等
賞　

高
梨
村　
　
　

藤
井
禮
之
助

　
　

貮
等
賞　

高
梨
村　
　
　

熊
谷　

政
吉

　
　

参
等
賞　

大
川
西
根
村　

伊
藤
養
之
助

　
　

四
等
賞　

千
屋
村　
　
　

高
橋
喜
男
蔵

　
　

五
等
賞　

畑
屋
村　
　
　

富
樫
盛
之
助

　
　

六
等
賞　

横
手
町　
　
　

鈴
木
長
次
郎
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七
等
賞　

飯
詰
村　
　
　

平
井　

為
治

　
　

八
等
賞　

畑
屋
村
・
富
樫
梅
五
郎
、
千
屋
村
・
高
山　

専
蔵

　
　
　
　
　
　

六
郷
町
・
雲
然
謙
一
郎
、
金
澤
町
・
木
下
市
之
助

以
上
が
昭
和
十
年
九
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
掛
唄
大
会

の
構
成
と
記
録
で
あ
る
。
加
藤
義
男
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
こ
の
昭

和
十
年
九
月
の
大
会
は
ま
だ
現
在
の
よ
う
に
組
織
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
任
意
団

体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
大
正
十
五
年
に
古
い
社
が
現
在
の
も
の
に

改
築
さ
れ
、
昭
和
二
年
に
優
勝
旗
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
遅
く

と
も
こ
の
頃
に
新
し
い
社
の
も
と
で
勝
敗
を
決
定
す
る
競
技
性
を
有
し
た
掛
唄

大
会
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な

お
、
臼
田
甚
五
郎
氏
が
昭
和
四
十
三
年
八
月
に
秋
田
県
横
手
市
を
採
訪
し
、
伊

藤
金
之
助
氏
に
金
澤
八
幡
宮
掛
唄
の
聞
き
取
り
を
し
た
内
容
に
よ
る
と
、

以
前
は
、
各
部
落
が
グ
ル
ー
プ
毎
に
、
上
の
原
つ
ぱ
に
集
り
、
篝
火
を
た

い
て
、
酒
を
汲
み
交
し
な
が
ら
歌
を
歌
ひ
出
し
た
。
お
互
ひ
に
歌
ひ
合
つ

た
。
大
抵
当
地
の
民
謡
で
あ
る
生
保
内
節
と
か
、
荷
方
節
と
か
、
自
分

の
得
意
と
す
る
も
の
を
歌
ふ
と
他
の
者
が
や
は
り
そ
の
得
意
と
す
る
も
の

を
歌
つ
た
。
明
治
年
間
、
神
官
の
三
浦
家
が
、
風
紀
に
悪
い
と
言
ふ
の
で
、

場
所
を
神
社
の
前
に
移
し
た
。
有
志
が
賞
品
を
持
ち
よ
り
、
上
手
な
人
に

与
へ
た
。
そ
の
頃
か
ら
、
何
の
歌
で
も
よ
い
と
言
ふ
の
で
は
な
く
、
荷
方

節
一
本
に
ま
と
め
始
め
た
。
社
務
所
に
く
つ
つ
い
て
、
長な

が
ど
こ
ろ所
と
い
ふ
建
物

が
あ
り
、
百
人
く
ら
ゐ
入
つ
て
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
聞
い
た（

９
）

。

と
い
う
変
遷
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
掛
唄
が
大
会
と
し
て
成
立
し
た
時
期
が
、

明
治
年
間
に
遡
り
得
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
記
録
と
し
て
伺
い
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
こ
の
昭
和
十
年
九
月
十
四
日
お
よ
び
十
五
日
の
記

録
に
基
づ
い
て
、
こ
の
掛
唄
の
特
質
を
以
下
に
考
え
て
み
た
い
。

右
の
記
録
に
お
い
て
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
項
目
と
し
て
は
、

掛
唄
大
会
の
開
催
さ
れ
る
時
間
帯
で
あ
る
。
十
四
日
の
午
後
十
一
時
三
十
分
に

審
査
長
の
開
会
の
辞
が
あ
り
、
そ
の
後
「
自
由
唄
」
が
続
き
、
次
に
「
掛
歌
番

組
」
が
十
五
日
の
午
前
一
時
よ
り
二
時
三
十
五
分
ま
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
審
査

発
表
が
午
前
三
時
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
掛
唄
大
会
が
前

日
の
夜
か
ら
翌
日
の
朝
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

夜
の
時
間
が
掛
唄
の
重
要
な
時
間
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
大
会

が
宵
祭
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
掛
唄
が
う
た
わ
れ
る
の
は
夜
の
時
間

を
必
然
と
す
る
こ
と
に
な
る
。『
常
陸
国
風
土
記
』
に
載
る
香
島
郡
の
童
子
女

の
伝
説
に
よ
る
と
、
歌
垣
が
夜
の
時
間
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
男
女
の

恋
の
時
間
は
夜
の
時
間
に
の
み
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（1
（

。
夜
の
時

間
が
男
女
の
恋
愛
の
時
間
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
の
は
、
男
女
の
恋
愛
は
日

常
生
活
の
時
間
の
中
に
持
ち
込
ま
な
い
と
い
う
集
団
の
了
解
が
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
、
従
っ
て
妻
問
い
の
時
間
も
夜
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
項
目
と
し
て
は
、
掛
唄
大
会
の
開
始
に
続
い
て
、「
自
由
唄
」
が
披
露

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
「
自
由
唄
」
の
参
加
者
は
十
三
名
で
あ

り
、
す
べ
て
男
性
で
あ
る
。『
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄　

秋
田
県
無
形
民
俗
文
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化
財
指
定
15
周
年
記
念
誌
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
当
該
の
「
宵
祭
掛
唄
大
会
記

録
」
昭
和
十
年
の
「
自
由
唄
」
に
つ
い
て
、「
自
由
唄
は
組
み
合
わ
せ
の
参
考

と
す
る
た
め
各
自
に
得
意
の
民
謡
を
唄
わ
せ
た
こ
と
が
古
老
蒔
野
氏
の
証
言
で

判
明
」
と
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
加
藤
義
男
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
お
い
て

も
、
こ
の
「
自
由
唄
」
は
次
の
「
掛
唄
番
組
」
の
対
戦
相
手
を
決
め
る
た
め
に
、

各
自
の
歌
の
能
力
を
確
認
す
る
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
次
の
掛
唄
番

組
で
対
決
す
る
相
手
が
決
定
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。こ
の
十
三
名
の「
自
由
唄
」

は
一
時
間
半
ほ
ど
行
わ
れ
、
そ
れ
に
続
い
て
午
前
一
時
よ
り
「
掛
唄
番
組
」
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。「
自
由
唄
」
が
、
参
加
し
た
歌
い
手
の
お
披
露
目
や
力
試

し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
掛
唄
番
組
」
は
こ
の
大
会
の
中
心
と
な
る
歌
争
い
の

行
事
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
昭
和
十
年
の
大
会
の
構
成
は
こ
の
「
自
由
唄
」
と

「
掛
唄
番
組
」
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
十
四
年
ま
で
、
こ
の
二
つ

の
構
成
は
変
化
な
く
行
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。

第
三
項
目
と
し
て
は
、
掛
唄
大
会
の
中
心
的
な
行
事
が
「
掛
唄
番
組
」
に
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
十
年
の
「
掛
唄
番
組
」
で
は
、
一
組
目
か
ら
九
組
目
ま

で
九
つ
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
先
の
「
自
由
唄
」
で
歌
を
披
露

し
た
十
三
名
の
う
ち
、
武
田
勇
助
氏
、
高
橋
継
美
氏
を
除
い
た
十
一
名
が
出
場

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
番
組
に
お
い
て
は
同
じ
歌
い
手
が
複
数
回
出
場
す

る
こ
と
が
あ
り
、
富
樫
盛
之
助
氏
（
一
・
六
組
目
）、
熊
谷
政
吉
氏
（
一
・
八
組
目
）、

平
井
為
治
氏
（
二
・
六
組
目
）、高
橋
喜
男
蔵
氏
（
五
・
七
組
目
）、藤
井
禮
之
助
氏
（
八
・

九
組
目
）、
伊
藤
養
之
助
氏
（
二
・
七
・
九
組
目
）
の
六
名
は
、
二
回
乃
至
三
回
出

場
し
て
い
る
。
加
藤
義
男
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
番
組
は

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
は
な
く
、
審
査
員
が
各
組
の
歌
い
手
の
や
り
取
り
を
聞

き
な
が
ら
、
よ
り
優
れ
た
歌
い
手
を
後
半
の
組
み
合
わ
せ
へ
出
場
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
。

第
四
項
目
と
し
て
は
、
大
会
の
順
位
と
審
査
方
法
で
あ
る
。「
優
賞
旗
並
賞

品
授
与
式
」
を
み
る
と
、
一
等
賞
は
藤
井
禮
之
助
氏
、
二
等
賞
は
熊
谷
政
吉
氏
、

三
等
賞
は
伊
藤
養
之
助
で
あ
る
。
金
澤
八
幡
宮
境
内
に
あ
る
「
秋
田
縣
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
金
澤
八
幡
宮
奉
納
掛
唄
大
会
」
の
優
勝
者
記
録
板
に
よ
る
と
、

こ
の
藤
井
禮
之
助
氏
は
昭
和
八
年
・
九
年
・
十
年
の
優
勝
者
で
あ
る（

（1
（

。
続
い
て

昭
和
十
一
年
・
十
二
年
は
伊
藤
養
之
助
氏
が
連
続
優
勝
し
て
お
り
、
昭
和
十
三

年
・
十
四
年
は
熊
谷
政
吉
氏
が
連
続
優
勝
し
て
い
る
。
昭
和
十
年
の
藤
井
・
熊

谷
・
伊
藤
の
三
氏
は
当
時
の
金
澤
八
幡
宮
掛
唄
大
会
の
花
形
の
歌
い
手
で
あ
っ

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
す
る
と
、
第
三
項
目
で
み
た
「
掛
唄
番
組
」
の
組
み

合
わ
せ
方
法
は
、
前
年
度
の
優
勝
者
の
藤
井
禮
之
助
氏
を
今
大
会
の
実
力
者
と

組
み
合
わ
せ
よ
う
と
配
慮
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
な
お
、
賞
は
一

等
賞
か
ら
八
等
賞
ま
で
あ
り
、「
掛
唄
番
組
」
の
参
加
者
全
員
が
八
等
賞
ま
で

に
入
賞
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
審
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
四
年
大
会
に
興
味
深
い
記
録
が
あ

る
。
昭
和
十
四
年
大
会
の
「
審
査
発
表
」
の
項
目
に
は
、「
一
．
音
声
、節
、文
句
、

態
度
、
其
他
等
各
採
点
ト
ス
」
と
い
う
審
査
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
審

査
基
準
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
宵
祭
掛
唄
大
会
記
録
」
で
は
昭
和
十
四
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年
の
み
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
他
の
年
も
こ
の
よ
う
な
基
準
の
も
と
に
審
査
が
行

わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
臼
田
甚
五
郎
氏
は
審
査
の
基
準
に
つ
い
て
、

「
節
ま
は
し
が
上
手
だ
と
か
、
声
が
美
し
い
と
か
い
ふ
だ
け
で
な
い
。
即
興
の

文
句
が
う
ま
い
と
か
、
歌
ひ
方
の
態
度
が
よ
い
と
か
、
相
手
を
押
し
つ
ぶ
す
や

う
に
つ
つ
こ
ん
で
歌
つ
て
ゆ
く
と
か
で
、
点
を
取
る
と
い
ふ
話
で
あ
る
。
即
興

と
か
、
迫
力
と
か
が
問
題
に
な
つ
て
ゐ
る
の
が
、
い
か
に
も
掛
け
唄
の
特
性
を

あ
ら
は
し
て
ゐ
る
と
言
へ
よ
う（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
加
藤
義
男
氏
か
ら
の
聞
き

取
り
に
お
い
て
も
、
現
在
の
掛
唄
大
会
の
審
査
基
準
は
歌
声
の
聞
き
や
す
さ
や

ピ
ッ
チ
の
取
り
方
、
相
手
の
歌
に
い
か
に
し
て
切
り
返
し
た
か
と
い
う
、
機
知

に
富
ん
だ
内
容
も
評
価
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
が
、
仙
北
荷
方

節
の
七
七
七
五
調
に
則
っ
た

字
余
り
の
少
な
さ
が
重
要
な

の
で
あ
る
と
い
う
。

第
五
項
目
と
し
て
は
、
こ
の

金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
に
お
け

る
基
調
と
な
る
節
の
問
題
で

あ
る
。
加
藤
義
男
氏
か
ら
の
聞

き
取
り
に
よ
れ
ば
、
こ
の
民
俗

行
事
で
あ
る
秋
田
の
掛
唄
は
、

「
荷
方
節
」
と
い
う
民
謡
を
も

と
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
荷
方
節
に
は
仙
北
・
横
手
・
田
沢
・
秋
田
な
ど
の
地

域
性
の
あ
る
う
た
い
方
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
す
で
に
失
わ
れ
た
も
の
も
あ
る
と

い
う
。
現
在
の
金
澤
八
幡
宮
に
お
け
る
掛
唄
は
「
仙
北
荷
方
節
」
に
よ
る
も
の

で
、民
謡
の
「
仙
北
荷
方
節
」
は
歌
い
出
し
に
「
ハ
ァ
ー
」
が
入
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
除
い
て
す
ぐ
に
歌
に
入
る
の
が
金
澤
の
掛
唄
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
昭
和
十
年
の
掛
唄
大
会
の
折
の
節
は
「
宵
祭
掛
唄
大
会
記
録
」
か
ら
は

知
ら
れ
な
い
が
、
伊
藤
金
之
助
氏
の
「
金
澤
八
幡
宮
奉
納
伝
統
掛
唄
大
会（

（1
（

」
に

よ
る
と
、
昭
和
二
十
九
年
頃
ま
で
参
加
し
て
い
た
富
樫
梅
五
郎
氏
（
前
掲
資
料

の
昭
和
十
年
度
大
会
に
も
参
加
）
が
、大
会
の
帰
り
の
バ
ス
を
待
つ
間
に
「
八
幡
節
」

を
う
た
っ
て
い
た
と
い
う
。
加
藤
義
男
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
現
在

は
こ
の
「
八
幡
節
」
は
失
わ
れ
、
他
に
も
「
金
澤
節
」
と
い
う
曲
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。こ
れ
は
現
在
の
金
澤
八
幡
の
掛
唄
で
用
い
ら
れ
る「
仙
北
荷
方
節
」

と
は
異
な
る
曲
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
節
に
つ
い
て
、
前
掲
の
昭
和
四
十
三
年

八
月
の
臼
田
甚
五
郎
氏
に
よ
る
伊
藤
金
之
助
氏
へ
の
聞
き
取
り
で
、「
生
保
内

節
」
や
「
荷
方
節
」
が
う
た
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
年
間
に
神
社
の
前
で
掛
唄

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
か
ら「
荷
方
節
」一
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
あ
っ

た
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
、
昭
和
十
年
当
時
の
節
は
現
在
と
同
じ
く
「
仙
北
荷
方

節
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

掛
唄
の
掛
け
合
い
方
法
と
そ
の
構
成

【平成 2５年９月１４日の大会会場・舞台】
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次
に
、
第
六
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
掛
唄
の
歌
の
流
れ
と
構
成
に

つ
い
て
で
あ
る
。
昭
和
十
年
度
大
会
の「
宵
祭
掛
唄
大
会
記
録
」に
お
け
る「
歌

詞
」
を
み
る
と
、
一
回
目
は
熊
谷
政
吉
氏
（
熊
）、
富
樫
盛
之
助
氏
（
富
）
の
掛

け
合
い
で
あ
る
（
以
下
の
〈　

〉
内
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
数
字
、
①
②
は
説
明
の
便
宜

上
筆
者
が
施
し
た
記
号
で
あ
る
）。

〈
Ａ
１
〉

①
熊　

ま
た
も
唄
ひ
ま
す
は
ゞ
可
り
乍
ら
、
御
免
な
さ
れ
や
ど
な
た
様

②
富　

又
も
唄
ひ
ま
せ
う
憚
り
乍
ら
、
御
免
な
さ
れ
や
一
座
様

〈
Ａ
２
〉

①
熊　

こ
ん
ど
こ
れ
か
ら
私
と
お
前
朝
ま
で
も
歌
ふ
の
だ

②
富　

朝
ま
で
歌
ふ
の
が
お
互
ひ
に
仲
よ
く
め
ど
た
の
む

こ
の
掛
唄
の
う
た
い
始
め
で
あ
る
〈
Ａ
１
〉
①
の
熊
谷
氏
の
歌
は
対
戦
相
手

や
参
加
者
、
観
客
へ
の
挨
拶
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
〈
Ａ
１
〉
②
の
富
樫
氏

も
同
じ
く
対
戦
相
手
や
参
加
者
、
観
客
に
向
け
て
の
挨
拶
を
返
す
。
そ
れ
に
続

い
て
〈
Ａ
２
〉
①
で
は
熊
谷
氏
が
富
樫
氏
と
朝
ま
で
う
た
お
う
と
呼
び
か
け
、

②
の
富
樫
氏
が
そ
れ
を
受
け
て
互
い
に
仲
良
く
う
た
う
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

加
藤
義
男
氏
に
よ
れ
ば
、
②
の
「
め
ど
」
は
「
面
倒
」
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
が
一
回
戦
で
あ
る
熊
谷
氏
と
富
樫
氏
の
掛
け
合
い
の
冒
頭
で
あ
り
、
一

座
へ
の
挨
拶
と
相
手
へ
の
挨
拶
や
謙
遜
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
。
こ
の
冒
頭

の
挨
拶
の
応
酬
は
、
同
じ
年
の
他
の
組
に
も
み
ら
れ
、
掛
唄
の
う
た
い
は
じ
め

の
常
套
的
な
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。
第
一
組
目
の
熊
谷
氏
と
富
樫
氏
の
こ
れ

以
後
の
や
り
と
り
は
、
互
い
の
「
親
切
」
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
展
開
し
て
ゆ
き
、

八
往
復
し
た
の
ち
に
熊
谷
氏
の
歌
で
終
了
と
な
っ
て
い
る
。

〈
Ａ
３
〉

①
熊　

め
ど
は
お
互
ひ
二
人
の
あ
ひ
だ
始
め
て
ゞ
あ
る
ま
い
し
言
て
呉
れ

な

②
富　

お
前
親
切
か
た
づ
け
な
い
よ
、
海
山
越
え
て
も
忘
れ
な
い

〈
Ａ
４
〉

①
熊　

お
前
親
切
忘
れ
は
せ
ぬ
が
、
兄
弟
と
思
へ
バ
言
わ
ね
が
た

②
富　

お
前
親
切
掛
図
に
ほ
し
い
朝
夕
か
け
て
拝
み
た
い

〈
Ａ
５
〉

①
熊　

わ
し
を
拝
む
程
親
切
無
か
た
そ
う
ゆ
う
事
は
言
っ
て
呉
な

②
富　

お
前
親
切
な
ら
あ
り
が
た
い
に
き
ま
る
、
お
れ
も
そ
こ
か
ら
感
謝

す
る

〈
Ａ
６
〉

①
熊　

あ
り
が
た
さ
き
ま
て
ゐ
る
と
は
わ
し
わ
か
ら
な
い
、
そ
の
わ
け
ど

う
ぞ
言
て
き
か
せ

②
富　

さ
て
も
よ
く
た
つ
お
前
の
声
ハ
銀
で
の
べ
た
が
只
た
つ
か

〈
Ａ
７
〉

①
熊　

声
が
た
つ
の
は
そ
れ
や
親
切
だ
の
か
忘
れ
ら
れ
ぬ
程
親
切
聞
か
せ

れ

②
富　

わ
し
が
ま
ち
が
た
お
前
の
声
に
の
ぼ
せ
た
の
で
失
礼
し
た
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〈
Ａ
８
〉

①
熊　

そ
れ
だ
か
ら
私
云
ふ
た
通
り
二
人
の
仲
で
そ
ん
な
の
云
は
ね
で
下

さ
ん
せ

②
富　

お
前
の
情
は
誠
に
か
た
づ
け
な
い
何
れ
之
か
ら
改
め
る

〈
Ａ
９
〉

①
熊　

か
た
づ
け
な
い
も
こ
の
く
ん
じ
ゅ
の
中
で
云
は
な
い
で
呉
れ
も
し

こ
し
別
の
文
句
で
唄
ふ
べ
し

以
上
が
熊
谷
氏
と
富
樫
氏
の
掛
唄
の
全
て
の
や
り
と
り
で
あ
る
。〈
Ａ
３
〉

①
で
熊
谷
氏
は
〈
Ａ
２
〉
②
の
富
樫
氏
の
「
め
ど
」
を
引
き
受
け
て
、
お
互
い

初
め
て
会
っ
た
間
柄
で
も
な
い
し
、
面
倒
な
ど
と
言
っ
て
く
れ
る
な
、
と
い
う
。

富
樫
氏
は
、
あ
な
た
の
親
切
は
忝
な
く
、
海
山
を
超
え
て
遠
く
に
行
っ
て
も
忘

れ
な
い
の
だ
と
い
う
。〈
Ａ
４
〉
①
の
熊
谷
氏
も
富
樫
氏
の
親
切
を
忘
れ
て
は

い
な
か
っ
た
が
、
富
樫
氏
の
こ
と
を
兄
弟
の
よ
う
に
親
し
い
関
係
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
あ
え
て
口
に
出
し
て
感
謝
を
申
し
述
べ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の

だ
と
い
う
。
そ
れ
を
受
け
て
②
で
富
樫
氏
は
、
熊
谷
氏
の
親
切
を
掛
け
軸
に
し

て
朝
晩
拝
み
た
い
く
ら
い
だ
と
い
う
。〈
Ａ
５
〉
①
で
は
「
掛
け
軸
」
の
内
容

を
受
け
て
、
熊
谷
氏
は
私
は
拝
ま
れ
る
ほ
ど
の
親
切
は
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、

そ
ん
な
大
げ
さ
な
こ
と
は
言
っ
て
く
れ
る
な
と
い
う
。
さ
ら
に
②
で
富
樫
氏
は

あ
な
た
が
親
切
な
ら
あ
り
が
た
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
私
は
心
の
底
か
ら
感
謝

す
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
富
樫
氏
の
返
答
か
ら
二
人
の
掛
け
合
い
の
内
容
に
ズ

レ
が
生
じ
始
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
の
基
本
的
な
や
り
と
り
は
、
富
樫

氏
が
熊
谷
氏
の
親
切
を
誉
め
、
熊
谷
氏
は
謙
遜
の
内
容
を
述
べ
て
ゆ
く
と
い
う

も
の
で
あ
る
。〈
Ａ
６
〉
①
で
は
、
熊
谷
氏
が
富
樫
氏
の
言
っ
た
「
あ
り
が
た

い
に
き
ま
る
（
あ
り
が
た
い
こ
と
に
な
る
、
の
意
）」
に
つ
い
て
、
あ
り
が
た
い
こ

と
に
な
る
と
い
う
意
味
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
ど
う
ぞ
そ
の
理
由
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
と
お
願
い
す
る
。
②
で
富
樫
氏
は
あ
な
た
の
素
晴
ら
し
い
歌
声
は
銀

の
の
べ
棒
の
よ
う
で
あ
る
と
返
答
す
る
（「
只
た
つ
か
」
の
正
確
な
意
味
は
不
明
で
あ

る
）。〈
Ａ
７
〉
①
で
熊
谷
氏
は
声
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
の
が
親
切
と
い
う
こ

と
な
ら
ば
、
あ
な
た
も
忘
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
声
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
と
い
う
。
す
る
と
②
で
富
樫
氏
は
あ
な
た
の
美
し
い
声
に
の
ぼ
せ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
返
す
文
句
を
間
違
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
〈
Ａ

６
〉
②
の
富
樫
氏
の
歌
の
内
容
と
〈
Ａ
７
〉
①
の
熊
谷
氏
の
歌
の
内
容
と
が
噛

み
合
っ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
富
樫
氏
が
返
答
に
窮
し
た
、
あ
る
い
は
そ

の
原
因
と
な
っ
た
自
ら
の
〈
Ａ
６
〉
②
の
返
答
に
対
し
て
謝
罪
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
れ
も
熊
谷
氏
の
美
声
に
酔
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
掛
唄
を
続
け
る
た
め
の
一
つ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
り
、
上
手
く
歌
を

掛
け
ら
れ
な
い
原
因
は
相
手
の
歌
声
の
素
晴
ら
し
さ
に
あ
る
と
し
て
、
相
手
を

誉
め
る
こ
と
で
そ
の
場
を
切
り
返
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。〈
Ａ
８
〉
①
で
熊
谷

氏
は
さ
っ
き
自
分
が
言
っ
た
よ
う
に
、
親
し
い
二
人
の
仲
で
そ
ん
な
誉
め
言
葉

を
か
け
な
い
で
く
れ
と
返
答
す
る
。
こ
こ
に
は
照
れ
隠
し
と
も
取
れ
る
謙
遜
の

心
と
し
て
の
意
味
と
、
お
世
辞
で
は
な
く
も
っ
と
本
心
で
歌
を
掛
け
合
お
う
と

い
う
意
味
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
句
を
受
け
て
②
で
富
樫
氏
は
、
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あ
た
な
の
な
さ
け
は
非
常
に
忝
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
改
め
ま
し
ょ
う
と
答
え

る
。
そ
し
て
〈
Ａ
９
〉
で
熊
谷
氏
が
、
忝
な
い
な
ど
と
い
う
言
葉
は
こ
の
「
く

ん
じ
ゅ
（
群
集
）」
の
中
で
は
言
わ
な
い
で
く
れ
、
も
う
少
し
違
っ
た
内
容
で
う

た
い
ま
し
ょ
う
と
い
い
、
こ
の
掛
け
合
い
は
終
了
す
る
。

こ
の
一
連
の
掛
唄
の
構
成
は
、
競
技
と
い
う
都
合
や
時
間
の
関
係
も
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、〈
Ａ
９
〉
の
熊
谷
氏
の
歌
で
打
ち
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
本
来

で
あ
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
異
な
る
テ
ー
マ
に
掛
唄
の
内
容
が
移
っ
て
い
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
内
容
を
踏
ん
だ
上
で
、
よ
り
親
密
な
歌
の
掛
け
合
い

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

本
稿
は
、金
澤
八
幡
宮
掛
唄
大
会
の
古
記
録
で
あ
る「
宵
祭
掛
唄
大
会
記
録
」

に
基
づ
い
て
、
昭
和
十
年
代
の
掛
唄
に
つ
い
て
、
自
由
唄
・
掛
唄
番
組
・
順
位
・

審
査
方
法
・
掛
け
合
い
の
方
法
な
ど
の
項
目
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
は
あ

く
ま
で
も
基
準
と
な
る
項
目
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
べ
き
部
分

も
あ
る
が
、
昭
和
十
年
代
の
掛
唄
大
会
の
大
凡
の
様
子
は
把
握
で
き
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
今
回
検
討
し
た
昭
和
十
年
代
の
掛
唄
大
会
の
様
子
は
、
現
在
の
掛

唄
の
方
法
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
掛
唄
大
会
を
取
り
巻
く
環
境
や
、
社
会
の
状
況
の
変
化
に

伴
う
歌
い
手
・
観
客
の
減
少
な
ど
、
時
代
と
共
に
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
部

分
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
が
東
ア
ジ

ア
文
化
に
お
け
る
普
遍
的
な
価
値
を
持
つ
民
俗
行
事
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、

そ
の
貴
重
な
記
録
を
紐
解
き
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
れ
は
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
が
持
つ
民
俗
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
再

評
価
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
意
義
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
記
録
と
の
対
照
や
、
歌
詞
の
詳
細
な
分

析
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
が
即
興
で
う
た
わ
れ
る
こ

と
を
そ
の
特
徴
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
は
一
定
の
歌
の
流
れ
が
想
定

さ
れ
、
そ
の
内
容
も
あ
る
類
型
性
を
持
つ
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

歌
詞
の
内
容
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
歌
を
う
た

う
〉〈
歌
を
掛
け
る
〉
と
い
う
人
間
の
心
の
動
き
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
折
口
信
夫
「
万
葉
集
の
課
題
」
新
編
『
折
口
信
夫
全
集　

１
』（
中
央
公
論
社
）、

「
俳
諧
の
発
生
―
農
村
に
お
け
る
か
け
あ
い
歌
―
」
新
編
『
折
口
信
夫
全
集　

14
』（
中
央
公
論
社
）
な
ど
。

（
2
）
宮
崎
隆
「『
掛
唄
』
の
現
代
―
秋
田
県
仙
北
郡
の
う
た
が
け
考
―
」（『
日
本
歌

謡
研
究
』
三
十
号
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
）、「『
に
か
た
』
に
つ
い
て
―
秋
田

県
仙
北
地
方
の
『
掛
唄
』
成
立
考
―
」（『
日
本
歌
謡
研
究
』
三
十
二
号
、
一

九
九
二
年
十
二
月
）、「
あ
る
『
掛
唄
』
の
記
録
―
秋
田
県
西
木
村
の
『
宮
田

熟
穂
ノ
ー
ト
』
な
ど
―
」（『
日
本
歌
謡
研
究
』
四
十
号
、二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）

な
ど
。
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三
年
、
桜
楓
社
）。

（
10
）『
常
陸
国
風
土
記
』
香
島
郡
条
の
「
童
子
の
松
原
」
の
伝
説
に
、
那
賀
の
寒
田

の
郎
子
と
、
安
是
の
嬢
子
と
が
歌
垣
（
嬥
歌
）
で
出
逢
い
、「
偏
へ
に
語
の
甘

き
味
は
ひ
に
沈
り
、
頓
に
夜
の
開
け
む
と
す
る
を
忘
る
。
俄
か
に
し
て
鷄
鳴

き
狗
吠
え
て
、
天
暁
け
日
明
ら
か
な
り
。
爰
に
僮
子
等
、
為
す
所
を
知
ら
ず
、

遂
に
人
の
見
む
こ
と
を
愧
ぢ
て
、
松
の
樹
と
化
成
る
。
郎
子
を
奈
美
松
と
謂

ひ
、嬢
子
を
古
津
松
と
称
ふ
。
古
よ
り
名
を
着
け
て
、今
に
至
る
ま
で
改
め
ず
」

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
る
と
、
嬥
歌
の
会
、
つ
ま
り
男
女
の
恋
の
時
間

が
夜
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
『
風
土
記
』〈
小
学
館
〉
に
よ
る
）。

（
11
）「
金
沢
の
掛
唄
に
関
す
る
文
化
財
収
録
概
要
」『
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄　

秋

田
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
15
周
年
記
念
誌
』（
加
藤
義
男
編
、
二
〇
〇
七
年

四
月
、
金
澤
八
幡
伝
統
掛
唄
保
存
会
）。

（
12
）「
宵
祭
掛
唄
大
会
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
五
年
は
記
録
が
な
く
、
昭
和
十

六
年
度
大
会
は
「
前
年
優
勝
の
高
梨
村
熊
谷
政
吉
氏
死
亡
に
付
慰
霊
祭
執
行

す
」
と
あ
り
、「
自
由
唄
」
の
見
出
し
は
見
え
な
い
。
以
後
、
昭
和
十
七
・
十

八
・
二
十
一
年
も
「
自
由
唄
」
の
見
出
し
は
な
い
。

（
13
）
な
お
、
こ
の
歴
代
優
勝
者
の
一
覧
は
、『
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄　

秋
田
県
無

形
民
俗
文
化
財
指
定
15
周
年
記
念
誌
』（
加
藤
義
男
編
、
二
〇
〇
七
年
四
月
、

金
澤
八
幡
伝
統
掛
唄
保
存
会
）の「
金
沢
八
幡
宮
伝
統
掛
唄
大
会
歴
代
優
勝
者
」

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
注
９
臼
田
論
「
山
田
白
滝
」『
天
人
女
房
そ
の
他　

昔
話
叙
説
Ⅲ
』
に
同
じ
。

（
15
）
注
５
伊
藤
論
「
金
澤
八
幡
宮
奉
納
伝
統
掛
唄
大
会
」
に
同
じ
。

〔
付
記
〕

本
稿
を
著
す
に
あ
た
り
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
金
澤
八
幡
宮
伝

統
掛
唄
保
存
会
顧
問
の
加
藤
義
男
様
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
3
）
梶
丸
岳
「
秋
田
県
の
掛
け
合
い
歌
『
掛
唄
』
の
今
」（『
民
俗
音
楽
研
究
』
三

十
九
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
な
ど
。

（
4
）
菅
江
真
澄
『
月
出
羽
道
』
巻
十
九
（『
秋
田
叢
書
』
第
十
巻
、
一
九
三
三
年
、

秋
田
叢
書
刊
行
会
）。

（
5
）
伊
藤
金
之
助
「
金
澤
八
幡
宮
奉
納
伝
統
掛
唄
大
会
」『
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄

　

秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
15
周
年
記
念
誌
』（
加
藤
義
男
編
、
二
〇
〇

七
年
四
月
、
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
歌
保
存
会
）。
な
お
こ
の
伊
藤
氏
の
論
考
は

『
横
手
市
郷
土
史
』
第
六
十
八
号
（
一
九
九
四
年
四
月
）
よ
り
転
載
し
た
旨
が

記
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）『
常
陸
国
風
土
記
』
筑
波
郡
条
に
は
「
夫
れ
筑
波
の
岳
は
、
高
く
雲
に
秀
で
に

た
り
。（
中
略
）
坂
よ
り
已
東
の
諸
国
の
男
も
女
も
、
春
の
花
の
開
く
時
、
秋

の
葉
の
黄
た
む
節
に
、
相
携
ひ
駢
闐
り
、
飲
食
を
齎
賚
て
、
騎
よ
り
歩
よ
り

登
臨
り
、
遊
楽
し
み
栖
遅
ふ
。（
中
略
）
詠
へ
る
歌
甚
多
に
し
て
、
載
筆
す
る

に
勝
へ
ず
。
俗
の
諺
に
云
へ
ら
く
、
筑
波
峰
の
会
に
、
娉
の
財
を
得
ざ
れ
ば
、

児
女
と
為
ず
と
い
へ
り
」
と
あ
る
。
ま
た
逸
文
「
肥
前
国
風
土
記
」
杵
嶋
郡

条
で
は
「
県
の
南
の
か
た
二
里
に
一
孤
の
山
あ
り
。
坤
の
か
た
ゆ
艮
の
か
た

を
指
し
て
三
の
峰
相
連
れ
り
。
名
け
て
杵
嶋
と
曰
ふ
。
峰
の
坤
を
比
古
神
と

曰
ふ
。
中
を
比
売
神
と
曰
ふ
。
艮
を
御
子
神
と
曰
ふ
。（
中
略
）
郷
閭
の
士
女
、

酒
を
提
げ
琴
を
抱
き
て
、
毎
歳
の
春
と
秋
と
に
携
手
り
登
望
り
楽
飲
し
歌
ひ

舞
へ
り
。
曲
尽
き
て
帰
る
」
と
あ
る
（
引
用
は
、新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風

土
記
』〈
小
学
館
〉
に
よ
る
）。

（
7
）
内
田
る
り
子
「
照
葉
樹
林
文
化
圏
に
お
け
る
歌
垣
と
歌
掛
け
」（『
文
学
』
五

十
二
巻
十
二
号
、
一
九
八
四
年
十
二
月
、
岩
波
書
店
）。

（
8
）『
秋
田
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
九
二
集　

秋
田
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　

金
沢
八
幡
宮
掛
け
歌
行
事
』（
一
九
九
九
年
、
秋
田
県
教
員
委
員
会
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
臼
田
甚
五
郎
「
山
田
白
滝
」『
天
人
女
房
そ
の
他　

昔
話
叙
説
Ⅲ
』（
一
九
七


